
計画に対するご意見と文言の修正・その他の意見に分類して記載しています。

【計画に対する意見】

番号 ページ ご意見 事務局の考え方

1 表紙

「第３期きしわだ女性プラン」のようなサブタイトルは付けますか？　親しみや

すいものにしていただこうと思えば、ある方がいいと思いますが、今の時点で

「女性プラン」と名付けるのは抵抗があります。「きしわだ男女共同参画プラ

ン」のようなものになるかと思いますが、少しでも堅苦しさが和らげば付ける意

味はあると

思います。

サブタイトルをつける方法もありますし、「きしわだ男女共同参画プラン」という名称

にする方法もあると考えます。

【参考】

堺市：さかい男女共同参画プラン（柏原市・泉南市）

松原市：まつばら男女かがやきプラン

八尾市：八尾市はつらつプラン～八尾市男女共同参画基本計画～

阪南市：阪南市男女共同参画プラン～笑顔を咲かせよう、スマイルプラン～

2 はじめに

策定経過の中で近畿大学泉州高等学校の名称が出てきますか？「はじめに」に学

校名だけ固有名詞で出てくるので、計画書のどこにも名前が出て来なければ妙な

ので。

策定経過の中に、近畿大学泉州高等学校生徒との意見交換会の実施について記載しま

す。

3 はじめに

「計画」の冒頭に各種団体を名指して謝意を表することが必要なのでしょうか。 策定経過の中に、ヒアリングや意見交換会の実施状況を記載します。

そのため、「はじめに」（市長あいさつ）でご協力いただいた、団体、市民のみなさま

に謝意を表することは必要だと考えますが、個別の団体名については策定経過の中に記

載します。

4 目次

今回ありませんが、ある方がいいと思います。今回、資料編を本編と通し番号に

されたのはいいと思います。そして、資料編に目次をつけるなら、冒頭に本編と

資料編の両方を1頁にまとめた目次をつけるのはどうでしょうか。

目次は第１章の前に掲載予定です。冒頭の目次には資料編の目次も掲載します。

資料編のみの目次は、そのまま残そうと考えています。

5

「岸和田

市がめざ

す男女共

同参画社

会」

すごくまとまっていてパンフレットみたいなので、突飛な考えとは思いましたが

これを裏表紙にするというのもいいかと思いました。

または、この場所に置いて、ｐ36にある「概念図」もすごく大事な図と思うの

で、「岸和田市がめざす男女共同参画社会」とで見開きにするのもいいと思いま

す。「概念図」はｐ36では目立たず、もったいないです。

「概念図」を前に持ってきたら、その次のページに目次でいかがでしょう。

「岸和田市がめざす男女共同参画社会」と概念図（概念図という文言は削除）を

見開きにし、計画書の冒頭に掲載する方法、「岸和田市がめざす男女共同参画社

会」を裏表紙にする方法、どちらも、それぞれ良い点があります。

どの方法が良いのか、委員のみなさまのご意見を伺いたいと思います。

6

第１章

「計画の

策定にあ

たって」

のページ

「促進」の説明の分に使われている「捗る」の文字は、ひらがなでいいのではな

いでしょうか。これを見て思ったのは、漢字にするかひらがなにするかの基準は

どう決めておられるかということです。

漢字表記・ひらがな表記は、岸和田市「文書事務の手引き」をもとにしていま

す。

岸和田市「文書事務の手引き」によれば、「捗る」は「はかどる」となっていま

すので、ひらがな表記に改めます。

「促進」と「推進」という言葉を多く使用しているため、違いの説明が必要かと

考え、用語の定義を記載しました。記載場所・必要性についてご意見を伺いたい

と思います。

7 P２

配慮「しつつ」の箇所、前回の「しつつも」の「も」が落ちています。「しつつ

も」であっても、男女共同参画はとても難しいのに、単に「しつつ」ではなお一

層困難になるのでは。

前回「配慮しつつも」と「も」を入れることで否定的意味合いが強くなる。必要

なのは調和。とのご意見をいただきましたので、「も」を削除しました。

8 P４

計画の位置付けに関する図は、「（2）計画の位置付け」本文を読む際みられ

るよう同じページにレイアウトするのがいい思います。ｐ1は「1　計画策定の経

緯」のみとし、ｐ3を「2　計画の基本的な考え方」の「（1）基本理念」にする

と、ｐ4で「（2）計画の位置付け」を図入りでまとめてレイアウト出来ると思い

ます。

レイアウトを修正し、「（2）計画の位置付け」と計画の位置付けに関する図は、

同じページになるよう調整します。

9 P５ 「3」と「計画策定の背景」の間の「.」は不要と思います。 「.」を削除します。

10 P５

注５

ジェンダーギャップ指数の説明に「０」「１」とありますが、それよりもスコア

を示した方がわかりやすいのではないでしょうか。

説明文の最後に「令和元（2019）年発表の日本のジェンダーギャップ指数は

0.652、１位のアイスランドは0.877」と追記します。

11 P５
欄外「5」「・・・の略」のくだりは、意味は分かりますが、文としてはおかしい

です。

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）の略。」を「SDGsは

Sustainable Development Goalsの略」と修正します。

12 P７
空白はもったいないです。次の頁を前倒しにして詰めてもいいと思います。 他の部分のレイアウトも含め、なるべく余白のないように、調整します。

13 P７

注８

本文は、大阪のパートナーシップ制度つまり端的に事実上の同性婚を認めること

が内容です。「性的マイノリティ当事者のカップル」自体間違いではないのです

が、この注８では、何が性的マイノリティか、はっきりしないし、性同一性障害

の人同士の婚姻それ自体も認められるかのようです。性同一性障害の人同士の婚

姻もありえることですが、その場合、自分たちが性同一性障害であるとはいわな

いし、そのような「欄」もないでしょう。あったらプライバシーの侵害です。

この注８は、少し書き方を考えた方がいいと思います。

ついでに質問ですが、 LGBTあるいはSOGIにはふれないのですか？

LGBTは性的マイノリティの一部であること、SOGIについては、性的マイノリ

ティに限ったものではないため、ふれていません。

大阪府パートナーシップ宣誓証明制度のＱ＆Ａでは、「府の制度は、戸籍上の性

別が同性のパートナーに限定していません。例えば、戸籍上の性が互いに異性の

場合でも、一方または双方が性的マイノリティの方である場合は、制度の対象と

なります。」となっています。

説明文は大阪府の「パートナーシップ宣誓証明制度」要綱から引用します。

14 P８
●の３つ目「性別役割分担意識」は、「性別による固定的な役割分担意識」のこ

と

他の部分と同様、「性別による固定的な役割分担意識」に表現を統一します。

15 P９

「第３期計画目標値の達成状況」の表は、ｐ8の●の一番目とリンクしているこ

とがもっとわかるように、ｐ8の●から6行目の（次ページの・・・）を太字のす

ぐ後ろに移動し、表の項目にはナンバリングし、文章中の「3項目」がどれを指し

ているのかわかりやすくしてはいかがでしょうか。

（次ページの「第３期計画目標値の達成状況」参照）の文言を、●目標管理をす

ることが必要である-目標値の達成状況-の後ろに移します。

「第３期計画目標値の達成状況」の各項目の前に通し番号を付番します。

目標を達成した項目は、５男女共同参画に関する市民意識調査、７岸和田市職員

における女性管理職の割合（主査級）、12女性と仕事を考える調査の実施である

旨を、P8●目標管理をすることが必要である-目標値の達成状況-の文末に記載し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第４期岸和田市男女共同参画推進計画（案）に関する意見のまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　資料３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



番号 ページ ご意見 事務局の考え方

16 P９

用語解説　引用の原典は何になるでしょうか。　ｐ9　リプロダクティブ・ヘルス

/

ライツ　の説明の3行目　（活動）家庭　の文言がしっくりこなかったので調べよ

うと思ったのですが、このように書かれているものに出会えませんでした。

国の第４期男女共同参画推進計画の用語説明にある用語については、そこから引用して

います。リプロダクティブ・ヘルス/ライツも国の第４期男女共同参画推進計画の用語説

明からの引用です。説明文中の「家庭」は「過程」の誤りです。この用語説明は、長文

のために修正します。

17 P９
注９

２行目「その機能と家庭」とありますが、過程？

「家庭」は「過程」の誤りです。

18 P10
非常に重要なことが書かれている頁です。別項目を建てて目立つようにした

方がよくないでしょうか。

（３）第４期計画の基本目標というタイトルをつけ、目次にも追加します。

19 P10・27・28

DV２　とDV　という表記になっている。 用語説明があることばには番号を付番していますが、同一ページに複数回使用し

ている場合は、最初のことばにのみ番号を付番しています。そのため、同じペー

ジで番号がついているものとついていないものがあります。

20 P14～32
「第２章　施策の内容」「２　基本目標と施策の展開」のページは、適度に隙間

があるので、全部詰めて表示していいと思います。

同じページに記載する方が分かりやすいものを除き、詰めて表示するよう体裁を

整えます。

21 P23

NO48「市職員・教職員の長時間労働の削減」NO49「市職員・教職員の有給休暇

取得促進」はいかがなものかと感じる。「職員、もっと働け」と思う市民がいる

かもしれないし、長時間労働すべてが悪いような印象を与える。また、長時間労

働も有給休暇取得も「計画的な」という文言が入っていたが、その文言がなく

なっている。「計画的な」という言葉は必要であると考える。

ワーク・ライフ・バランスの推進のため、市職員・教職員が率先して、長時間労働削

減、有給休暇取得に取り組み、市全体に広げていくことを意図したものです。

長時間労働の削減のみで施策内容が明らかであるため、「計画的な時間外勤務」という

文言を削除しました。「計画的な有給休暇取得促進」の「計画的な」も同様です。

22 P24

51～52は、前回の53～55に比べて大幅に後退しています。活動支援や協働がどう

して消えたのでしょうか。

前回まで53「市民団体の活動支援・市と市民団体との協働」54「市民団体に関す

る情報発信」55「男女がともに参画できる地域活動の推進」の３項目でした。

この施策の方向「地域活動やボランティア等への参画促進」の基本施策は「ワー

ク・ライフ・バランス（仕事と生活の調調和）の推進」です。

ここで記載するのは、団体への活動支援ではなく、市民が地域活動にも参画でき

るようにするための施策であるため、施策内容を修正しました。

団体支援については、施策内容NO１～３に記載しています。

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調調和）の推進のためにも、地域活動

の受け皿を整備する項目が必要であるか、委員のみなさまのご意見を伺いたいと

思います。

23 P27

相談している女の子のイラストは、彼氏のことで相談するには幼く見えすぎませ

んか？ぱっと見で小学生に見えてしまうので、高校生くらいに見えるイラストに

出来ないでしょうか。

イラストは、宝塚市の表現に関するガイドラインから引用しています。高校生く

らいのイラストがなく、他から引用するとイラストに統一感がなくなるため、こ

のイラストを使っています。

確かに違和感があるため、他に適当なイラストがあれば差し替えます。

24 P31

104の高齢者の生きがい支援は、他のセクションにかわったのですね？ 前回配布した計画（案）のNO104「高齢者の生きがい支援・地域活動への参加促

進・生活支援」は削除しました。高齢者の生きがい支援は、高齢者福祉部門の担

当業務であること及び男女共同参画の視点からの地域活動については、施策内容

NO１にあるため、削除可能であると判断しました。

25 P37
7見出し　「2.」は「3」ですよね。そして、見開きにし、文字も数字ももっと

大きくした方がいいと思います。

「３」に修正します。

26 P54

M字カーブに着目して施策を考えてる必要はないのではないか。60％以上の人が

働いている。働く人全体を増やす施策が必要ではないか。

Ｍ字カーブは緩やかになっているとはいえ、女性が結婚・出産で離職せずに働き

続けることや、離職したあとの再就職の支援は必要であると考えます。また、働

いている女性の割合は高いですが、再就職後は非正規雇用の割合が高いという問

題もあります。正規雇用で働きたい人、短時間勤務を望む人等、それぞれの希望

する働き方で、働けるような取組が必要であると考えています。

27
施策の数が期を増すごとに増えるのは仕方のないこととは思いますが、第４期の

計画が「絵に描いた餅」にならぬことを望みます。

優先順位を決め、各年度に取り組む施策について実施計画で定め、着実に進めて

いきたいと考えています。

28

男女共同参画〇〇という単語は、さておき

前回の会議録にもありましたが、たくさんの箇所に『男女が』という言葉が出て

くることは、よしとするのでしょうか？

・岸和田市がめざす男女共同参画社会のページ

「家庭では・・」「職場では・・」「地域では・・」：「男女が対等に」

・P10　基本目標Ⅱ　Ⅲ　Ⅳ　：「男女が」

・P14　施策内容NO２ ：「男女が」

・P25　施策の容NO59：「男女の」バランスを考えた人員配置

・P20・24・27　基本目標Ⅱ　Ⅲ　Ⅳ：「男女が」ともに

・P27　吹き出し：「男性も　女性も」

・P36・37　基本目標Ⅱ　Ⅲ　Ⅳ：「男女が」

「男女共同参画」「男女」という言葉は、できる限り少なくしました。

しかし、男女共同参画にどのような関係があるのか分かりにくいものについて

は、「男女共同参画」「男女」という言葉を残しています。

本計画は「男だから」「女だから」という差をなくしていくことを目的としたも

のであるため、「男女」という言葉が使われることは一定やむを得ないことだと

考えています。

【文言の修正・その他の意見】

番号 ページ ご意見 事務局の考え方

29 P８
「根強い」性別役割分担意識の箇所、根強いという表現は適切だと思います。

「市」「事業者」「教育関係者」に「市民」が加わったこともよい。

30 P10

基本目標Ⅰの中で、推進条例や男女共同参画社会の言葉を知らない市民が多い、

ということですが、市庁舎をはじめ市内の公の建物に垂れ幕を設置してはどうで

しょうか。個人の意識にどうやって働きかけるのか、これもなかなか難しいの

で、市民の視覚に訴えるのも一つの方法では。

31 P24 枠内にある「気づき」はとても良い表現だと思います。

32 P30 施策の方向②の「男女共同参画視点からの」子育てへの支援は良いと思います。

33 P31 施策の方向③も同様。


